
事務事業の
性格

会計区分

　Ⅰ-２　投入量

No. 区分 H20年度決算 H21年度決算 Ｈ２２年度決算 H23年度予算 H24年度予算

年間経費等推移 ① 　事業費 （千円） 26,885 25,251 10,238 8,100 8,273 

（千円） 26,498 24,603 9,492 7,405 7,678 
14 80 115 225 225 

①’ 委託料 373 568 631 470 370 
② （％） 1.4% 2.2% 6.2% 5.8% 4.5%

③ 　人件費（24年度は見込） （千円） 5,322 5,235 667 667 749
職員(課長級） （人） 0.07 0.07 0.01 0.01 0.01
職員(課長補佐級、係長級） （人） 0.26 0.26 0.03 0.03 0.03
職員(係員） （人） 0.20 0.20 0.03 0.03 0.04
嘱託職員等人件費 （千円）

④ 　年間経費（①＋③） （千円） 32,207 30,486 10,905 8,767 9,022 

⑤ 　特定財源（市税等の一般財源以外） （千円）      
（千円）

（千円）

その他（ ）（千円） 　 　

⑥ 　京都市年間負担経費（④－⑤） （千円） 32,207 30,486 10,905 8,767 9,022 

⑦ 　受益者負担率（受益者負担分÷④） （％） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

 □ 全部委託

国庫・府支出金

(連絡先)

２２決算額
（千円）

　委託料が事業費に占める割合（①’÷①）

受益者負担分(使用料, 手数料等)

現状のまま継続

委託(補助)先の名称，委託(補助)の内容

平成２３年度

業務運営方法

Ⅰ　事業の概要

Ｃ　定型・維持管理型

事務事業の内容

施設管理課長　山本　孝

委託先:財団法人日本容器包装リサ
イクル協会
委託内容：再商品化業務及び中間処
理業務

　分別して収集された空き缶・空きびん・
ペットボトルの資源ごみを，再資源化施設
（南部資源リサイクルセンター，北部資源リ
サイクルセンター）において選別・圧縮した
もののうち，その他色ガラスの指定法人引渡
し等資源ごみの適正処理を行う。

8,100 

事務事業名

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

8,273 

２３予算額
（千円）

今後の方向性 ２４予算額
（千円）

２１２－９８２０

(評価票作成者)

　Ⅰ-１　事業の概要

実施根拠
(法令，条例，
規則，要綱等)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律，容器包装に係る分別収集
及び再商品化の促進等に関する法律，京都市循環型社会推進基
本計画（2009－2020）

 ■ 部分委託

 □ 部分補助等

資源ごみ適正処理（スプレー缶含む）

10,238 

通常評価

（平成２２年度分）

所管局部課等
環境政策局適正処理施設部施設
管理課

事務事業評価票 1009007No.

 □ 直営

再商品化業務委託・中間処理業務委託

旅費（資源物適正処理状況調査）

役務費（運搬費）

 □ 全部補助等

■　義務的事業　　□　任意的事業

■　一般会計　　　□　特別会計



２/２　ページ

事業名

　Ⅱ-２　業績評価（Ⅱ-１　市民と行政の役割分担評価は「通常評価」のため省略）

No. 単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度

① ｔ 10,983 10,518 10,812 

② 千円 32,207 30,486 10,905 

③ 円/単位 2,932 2,898 1,009 

④ -1.2% -65.2%

　

（コスト変動の理由等）

＜調査の有無＞

＜現状分析，今後の方針等＞

平成２３年度の
実施状況

Ｂ 市民満足度

＜調査方法＞

（調査結果、現状分析等）

　分別収集された空き缶・空きびん・ペットボトルを適正かつ効率的に中間処理することによ
り，リサイクルの推進及び環境負荷の軽減に努める。

評価 良くなった かなり良くなった

　□　有　□　無　■　該当しない

分　　　析 　運搬方法の変更により，平成２２年度における砂化カレットの運搬経費が前年度から減少したことから，
単位当たりの経費が良くなった。

＜調査時期＞

平成２１年度と比べ，平成２２年度の経費が減少したため効率性が良くなった。

平成２３年度
（平成２２年度分）

資源ごみ適正処理（スプレー缶含む）

単位当たり経費変動率

単位当たり経費（②÷①×1,000円）

Ⅱ　評価結果

Ａ 効率性

区　　　　分

再資源化量（プラスッチック製容器包装を除く）

年間経費（事業費及び人件費の合計額）

現状のまま継続

（今後の方向性の理由及び具体的な内容）

引き続き，缶・びん・ペットボトルについて適正な中間処理を実施し，再資源化を推進する。

Ｃ 環境保全
及び環境負荷軽
減の要素

　■　環境

　□　関連

　□　一般

Ⅲ　今後の方向性

平成23年度についても，北部資源リサイクルセンター及び南部資源リサイクルセンターにおいて再資源化に
向けた中間処理を適正に実施した。中間処理を実施した空きびんのうち，その他色ガラスについては，日本
容器包装リサイクル協会へ再商品化を委託した。


